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『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
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は
じ
め
に
　
三
國
か
ら
西
晉
に
か
け
て
、『
史
記
』
五
帝
本
紀
が
記
す
以
前
の
上
古
史
が
多
く
著
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
あ
る
程
度
の
逸
文
を
残
す
も
の
に
、
譙
周
の
『
古
史
考
』
と
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
が
あ
る
。
両
書
に
共
通
す
る
こ
と
は
、『
史
記
』
へ
の
批
判
を
機
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
動
機
で
あ
る
。
　
『
史
記
』
は
、『
春
秋
』
を
継
承
し
て
著
さ
れ
た
「
一
家
の
言
」
で
あ
る
が
）
1
（
、
そ
の
叙
述
が
經
典
に
基
づ
い
て
い
な
い
と
す
る
批
判
は
、
前
漢
末
か
ら
存
在
し
た
。『
史
記
』
を
「
実
録
」
と
評
す
る
揚
雄
も
、
太
史
公
自
序
に
記
さ
れ
る
「
六
家
の
要
指
」
が
、『
老
子
』
を
尊
重
し
儒
家
を
批
判
す
る
こ
と
に
、
強
く
反
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
班
彪
は
、『
史
記
』
が
「
黃
老
を
崇
び
て
五
經
をか
ろ
ん
ず
」
る
こ
と
を
批
判
し
た
後
、「
誠
に
（
司
馬
）
遷
を
し
て
五
經
の
法
言
に
依
り
、
聖
人
の
是
非
と
同
じ
く
せ
し
む
れ
ば
、
意
も
亦
た
庶ち
幾か
か
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
）
2
（
。
父
の
批
判
を
承
け
た
班
固
は
、『
尙
書
』
を
継
承
し
て
『
漢
書
』
を
著
し
）
3
（
、
あ
え
て
『
史
記
』
と
重
複
す
る
高
祖
劉
邦
よ
り
記
述
を
始
め
る
こ
と
で
、
前
漢
を
儒
敎
に
基
づ
く
在
る
べ
き
姿
に
描
き
直
し
た
の
で
あ
る
）
4
（
。
　
こ
う
し
て
前
漢
時
代
の
記
述
は
、『
漢
書
』
に
よ
り
儒
敎
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
三
代
・
春
秋
戰
國
に
関
す
る
『
史
記
』
の
儒
敎
に
基
づ
か
な
い
記
述
は
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
五
帝
以
前
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
に
記
述
が
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
著
さ
れ
た
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
時
代
を
儒
敎
に
基
づ
い
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
両
書
が
描
い
た
上
古
史
と
生
成
論
の
検
討
に
よ
り
、
儒
敎
に
即
し
た
「
史
」
の
記
述
の
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、『
史
記
』
批
判
と
蜀
學
の
伝
統
　
班
彪
は
、『
後
傳
』
略
論
に
お
い
て
、『
史
記
』
の
記
述
が
、
第
一
に
、
多
く
の
見
聞
や
記
録
を
載
せ
る
よ
う
努
め
た
も
の
の
、
史
実
の
選
択
を
厳
正
に
し
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
黃
老
思
想
を
尊
び
五
經
を
軽
ん
ず
る
な
ど
、
儒
敎
を
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
│
│ 
儒
敎
に
即
し
た
上
古
史
と
生
成
論 
│
│
渡
　
邉
　
義
　
浩
1281（64）
価
値
基
準
の
中
心
に
置
か
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
項
羽
を
本
紀
に
陳
勝
を
世
家
に
立
て
る
な
ど
、
司
馬
遷
自
ら
が
立
て
た
紀
傳
體
の
体
裁
を
破
っ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
、
名
だ
け
で
字
が
な
く
縣
だ
け
で
郡
が
記
さ
れ
な
い
な
ど
、
人
名
・
地
名
の
表
記
に
統
一
性
の
無
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
第
二
の
、
儒
敎
を
価
値
基
準
の
中
心
に
置
か
な
い
こ
と
が
、
司
馬
遷
を
「
極
刑
の
咎
」
に
追
い
込
ん
だ
理
由
で
あ
る
、
と
重
視
す
る
。
こ
の
た
め
班
固
は
、
司
馬
遷
を
「
史
」
と
は
見
な
さ
ず
、『
尙
書
』
に
匹
敵
す
る
漢
の
「
史
」
を
著
す
た
め
に
『
漢
書
』
を
「
述
」
べ
た
の
で
あ
る
（
注（
3
）所
掲
渡
邉
論
文
）。
し
か
し
、
そ
の
記
述
の
範
囲
は
、
前
漢
一
代
に
止
ま
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
時
代
に
お
け
る
『
史
記
』
へ
の
批
判
は
、
後
代
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
『
三
國
志
』
を
著
し
た
陳
壽
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る
譙
周
は
、『
史
記
』
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
『
古
史
考
』
を
著
し
た
、
と
司
馬
彪
は
言
う
。
め
譙
周 
以おも
へ
ら
く
、
司
馬
遷 
史
記
の
周
・
秦
よ
り
以
上
を
書
す
る
に
、
或
い
は
俗
語
・
百
家
の
言
を
採
り
、
專
ら
正
經
に
據
ら
ず
と
。
周 
是
に
於
て
古
史
考
二
十
五
篇
を
作
り
、
皆 
典
に
憑
り
て
、
以
て
遷
の
謬
誤
を
糾
す
。（
司
馬
）
彪 
復
た
以
へ
ら
く
、
周 
未
だ
善
を
盡
く
さ
ざ
る
な
り
と
爲
す
。
古
史
考
の
中
の
凡
そ
百
二
十
二
事
も
て
當
た
ら
ざ
る
と
爲
す
を
條
す
る
に
、
多
く
汲
冢
紀
年
の
義
に
據
る
。
亦
た
世
に
行
は
る
）
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（
。
　
譙
周
の
『
史
記
』
へ
の
批
判
は
、『
史
記
』
が
「
周
・
秦
よ
り
以
上
を
書
す
る
に
、
俗
語
・
百
家
の
言
を
採
り
、
專
ら
正
經
に
據
ら
」
な
い
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。『
史
記
』
が
儒
敎
に
基
づ
か
な
い
こ
と
へ
の
批
判
の
継
承
で
あ
る
。
た
だ
し
、
譙
周
の
『
古
史
考
』
は
、
西
晉
の
時
に
出
土
し
た
汲
冢
書
の
『
竹
書
紀
年
』
に
比
べ
る
と
、
な
お
「
善
を
盡
く
さ
」
な
い
と
司
馬
彪
に
は
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
司
馬
彪
が
著
し
た
『
古
史
考
』
へ
の
批
判
は
、
世
に
流
通
し
た
の
で
あ
る
。『
古
史
考
』
へ
の
批
判
の
流
通
は
、『
古
史
考
』
の
普
及
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、『
隋
書
』
卷
三
十
三 
經
籍
志
二
に
は
、「
正
史
」
と
し
て
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
間
に
『
古
史
考
』
が
著
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
。
　
さ
て
、
譙
周
の
学
問
は
、
本
来
の
蜀
學
が
讖
緯
思
想
を
中
心
に
置
き
、
天
文
観
測
に
努
め
、
天
象
の
変
化
に
よ
り
予
言
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
歴
史
の
中
か
ら
予
言
を
引
き
出
す
こ
と
に
特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
で
も
、
早
逝
し
た
父
の
譙
は
讖
緯
に
通
じ
て
お
り
、
譙
周
も
早
く
か
ら
讖
緯
の
学
に
親
し
ん
で
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
譙
周
は
、
楊
春
卿
か
ら
始
ま
る
天
文
観
察
を
重
視
す
る
蜀
學
の
伝
統
を
直
接
的
に
は
継
い
で
お
ら
ず
、
讖
緯
の
学
を
杜
瓊
か
ら
受
け
た
も
の
の
、
楊
春
卿
の
系
譜
か
ら
外
れ
る
秦
宓
に
師
事
し
て
い
る
）
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（
。
こ
れ
が
、
譙
周
の
学
問
を
特
徴
づ
け
る
「
史
」
の
重
視
の
淵
源
で
あ
る
。
　
譙
周
の
師
で
あ
る
秦
宓
も
、
讖
緯
思
想
を
重
視
は
し
た
が
、
そ
の
本
領
は
「
史
」
に
あ
っ
た
。
秦
宓
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
代
表
さ
れ
る
上
古
史
が
、
五
帝
を
す
べ
て
同
族
と
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
め
（
秦
）
宓
、
①
帝
系
の
文
に
、
五
帝
は
皆 
同とも
に
一
族
た
り
と
あ
る
を
見
、
宓 
其
の
然
ら
ざ
る
の
本
を
辨
ず
。
又
②
皇
・
帝
・
王
・
霸
、
③
豢
龍
の
說
を
論
じ
、
甚
だ
通
理
有
り
。
譙
允
南 
少
き
時
、
數

往
き
て
諮
訪
し
、
其
の
言
を
④
春
秋
然
否
論
に
紀
錄
せ
し
も
、
文 
多
き
が
故
に
載
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（65）1280
せ
ず
）
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（
。
　
秦
宓
が
批
判
し
た
『
史
記
』
の
五
帝
同
族
説
は
、
①
「
帝
系
の
文
」
に
基
づ
く
と
い
う
。「
帝
系
」
と
は
、『
大
戴
禮
記
』
帝
繫
篇
の
こ
と
で
、
現
行
の
『
大
戴
禮
記
』
帝
繫
第
六
十
三
に
も
、
五
帝
を
一
族
と
す
る
記
載
が
あ
る
。『
大
戴
禮
記
』
は
、
宋
の
と
き
「
十
四
經
」
に
列
せ
ら
れ
る
書
籍
で
あ
り
、『
史
記
』
の
記
述
が
經
典
に
基
づ
か
な
い
と
の
批
判
は
、
当
た
ら
な
く
も
思
え
る
。
し
か
し
、「
帝
系
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
史
記
』
が
弁
護
す
る
ほ
ど
の
批
判
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
　
『
史
記
』
卷
一 
五
帝
本
紀
の
「
太
史
公
曰
」
は
、「
孔
子 
傳
ふ
る
所
の
宰
予 
五
帝
の
德
を
問
ふ
、
及
び
帝
繫
姓
は
、
儒
者 
或
い
は
傳
せ
ず
。
…
…
其
の
表
見
す
る
所
は
皆 
虛
な
ら
ず
（
孔
子
所
傳
宰
予
問
五
帝
德
、
及
帝
繫
姓
、
儒
者
或
不
傳
。
…
…
其
所
表
見
皆
不
虛
）」
と
述
べ
、『
孔
子
家
語
』
五
帝
德
篇
と
共
に
、
そ
の
記
事
は
虚
妄
で
は
な
い
、
と
『
大
戴
禮
記
』
帝
繫
篇
を
弁
護
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
司
馬
貞
が
『
史
記
索
隱
』
に
、「
二
者 
皆 
正
經
に
非
ざ
る
を
以
て
、
故
に
漢
時
の
儒
者 
以
爲
へ
ら
く
、
聖
人
の
言
に
非
ず
と
。
故
に
多
く
學
を
傳
へ
ざ
る
な
り
（
以
二
者
皆
非
正
經
、
故
漢
時
儒
者
以
爲
、
非
聖
人
之
言
。
故
多
不
傳
學
也
）」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
の
儒
者
は
こ
れ
ら
を
「
正
經
」
と
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、「
五
帝
」
の
記
述
は
、
何
に
基
づ
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
②
「
皇
・
帝
・
王
・
霸
」
の
問
題
と
併
せ
て
、
二
で
検
討
し
た
い
。
　
こ
こ
で
は
、
③
「
豢
龍
の
說
」
な
ど
も
含
ん
だ
で
あ
ろ
う
④
「
春
秋
然
否
論
」
に
書
き
留
め
ら
れ
た
、
春
秋
時
代
に
関
す
る
『
史
記
』
へ
の
批
判
を
取
り
上
げ
た
い
。「
春
秋
然
否
論
」
は
、『
隋
書
』
卷
三
十
二 
經
籍
志
一 
經
に
、「
五
經
然
否
論 
五
卷 
晉
散
騎
常
侍
譙
周
撰
」
と
著
録
さ
れ
る
書
籍
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。『
漢
魏
遺
書
鈔
』・『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
に
佚
文
を
収
録
す
る
が
、
検
討
し
得
る
ほ
ど
の
内
容
は
な
い
。
そ
こ
で
、
師
の
秦
宓
の
学
説
を
継
承
す
る
、
譙
周
の
『
古
史
考
』
に
よ
り
、
春
秋
時
代
に
関
す
る
『
史
記
』
へ
の
批
判
を
検
討
し
よ
う
。
（
公
）
十
六
年
、
宋
・
衞
と
與
に
共
に
、
周
の
惠
王
を
伐
つ
。
惠
王 
溫
に
出
奔
す
。
惠
王
の
弟
た
る
穨
を
立
て
て
周
王
と
爲
す
。【
集
解
】
譙
周
曰
く
、「
春
秋
傳
を
按
ず
る
に
、
燕 
子
の
穨
と
與
に
周
の
惠
王
を
逐
ふ
者
は
、
乃
ち
南
燕
の
姞
姓
な
り
。
世
家 
以
て
北
燕
と
爲
す
は
、
之
を
失
す
」
と
）
8
（
。
　
司
馬
遷
が
、
燕
世
家
と
し
て
立
傳
す
る
燕
は
、
召
公
奭
を
始
祖
と
す
る
「
北
燕
」
で
、
周
と
同
姓
の
「
姬
姓
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
春
秋
時
代
に
は
、
河
南
に
「
姞
姓
」
の
「
南
燕
」
が
あ
っ
た
。
譙
周
は
、
周
の
惠
王
を
逐
っ
た
燕
は
「
南
燕
」
で
あ
り
、「
北
燕
」
の
記
録
で
あ
る
燕
世
家
に
、
こ
の
記
事
を
載
せ
る
こ
と
は
失
当
、
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
春
秋
左
氏
傳
』
莊
公 
傳
十
九
年
に
、「
衞
師
・
燕
師 
周
を
伐
つ
（
衞
師
・
燕
師
伐
周
）」
と
あ
る
記
事
に
、
杜
預
は
、「
燕
は
、
南
燕
な
り
（
燕
、
南
燕
）」
と
注
を
つ
け
て
お
り
、
公 
傳
二
十
年
の
正
義
に
引
く
服
虔
注
も
、「
南
燕
は
、
伯
爵
な
り
（
南
燕
、
伯
爵
）」
と
述
べ
て
、
こ
こ
で
の
燕
を
南
燕
と
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
譙
周
は
、「
正
し
さ
」
の
基
準
を
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
置
い
て
、
『
史
記
』
の
春
秋
時
代
に
関
す
る
記
述
を
誤
り
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
1279（66）
　
も
う
一
例
掲
げ
よ
う
。
譙
周
は
、
齊
の
田
常
が
後
宮
へ
の
他
者
の
出
入
り
を
禁
ぜ
ず
、
多
く
の
子
を
遺
し
た
と
い
う
『
史
記
』
の
記
述
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。田
常
、
乃
ち
齊
國
中
の
女
子
の
長たけ
七
尺
以
上
な
る
を
選
び
、
後
宮
に
爲えら
ぶ
。
後
宮 
百
を
以
て
數
ふ
。
而
し
て
賓
客
・
舍
人
の
後
宮
に
出
入
す
る
者
を
し
て
禁
ぜ
ざ
ら
し
む
。
田
常 
卒
す
る
に
及
び
、
七
十
餘
男
有
り
。【
索
隱
】
…
…
然
れ
ど
も
譙
允
南 
①
春
秋
を
案
じ
て
、「
陳
恆
は
人
と
爲
り
、
志 
大
に
し
て
君
を
殺
す
の
名
を
負
ふ
と
雖
も
、
行
事
に
至
り
て
は
亦
た
脩
整
な
り
。
故
に
能
く
自
ら
保
つ
。
固
よ
り
苟
し
く
も
禽
獸
の
行
を
爲
す
も
の
に
非
ず
。
夫
れ
事
を
成
す
は
德
に
在
り
、
姦
子
七
十
有
り
と
雖
も
、
祇た
だ
以
て
亂
を
長
く
す
る
の
み
。
事 
豈
に
然
ら
ん
や
。
②
言 
其
れ
實
に
非
ざ
る
な
り
」
と
す
）
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譙
周
は
、
田
常
が
後
宮
に
男
の
出
入
を
禁
ぜ
ず
、
多
く
の
子
を
遺
し
た
と
い
う
『
史
記
』
の
記
述
に
対
し
て
、
①
「
春
秋
を
案
」
じ
て
、
そ
の
②
「
實
に
非
ざ
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
も
譙
周
は
、「
正
し
さ
」
の
基
準
を
『
春
秋
』
に
置
い
て
、『
史
記
』
の
記
述
が
經
典
に
合
わ
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
譙
周
は
、
前
二
例
の
よ
う
に
司
馬
遷
が
記
し
た
事
実
を
批
判
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
司
馬
遷
の
列
傳
を
記
す
姿
勢
そ
の
も
の
も
批
判
す
る
。
公
伯
繚 
字
は
子
周
。【
索
隱
】
…
…
而
る
に
譙
周
云
ふ
、「
疑
ふ
ら
く
公
伯
繚
は
、
是
れ
讒
愬
の
人
、
孔
子 
責
め
ざ
る
も
、
而
る
に
云
ふ
、「
其
れ
命
を
如
何
せ
ん
」
と
。
弟
子
の
流
に
非
ざ
る
な
り
。
今 
亦
た
列
比
し
て
七
十
二
賢
の
數
に
在
ら
し
む
る
は
、
蓋
し
太
史
公
の
誤
り
な
ら
ん
」
と
）
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…
…
　
司
馬
遷
が
仲
尼
弟
子
列
傳
に
記
載
す
る
公
伯
繚
に
つ
い
て
、
譙
周
は
「
七
十
二
賢
の
數
に
」
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
批
判
す
る
。『
論
語
』
は
、
公
伯
繚
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
公
伯
寮 
子
路
を
季
孫
に
愬うった
ふ
。
子
服
景
伯 
以
て
吿
げ
て
曰
く
、「
夫
子 
固
に
公
伯
寮
に
惑
へ
る
志
有
り
。
吾 
力 
猶
ほ
能
く
諸これ
を
巿
朝
に
肆さら
さ
ん
」
と
。
子
曰
く
、「
道
の
將
に
行
は
れ
ん
と
す
る
や
、
命
な
り
。
道
の
將
に
廢
れ
ん
と
す
る
や
、
命
な
り
。
公
伯
寮 
其
れ
命
を
如
何
せ
ん
」
と
）
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公
伯
繚
は
、
季
孫
氏
に
子
路
を
讒
言
し
た
者
で
、
心
配
し
た
子
服
景
伯
が
処
罰
し
ま
し
ょ
う
か
と
孔
子
に
尋
ね
た
ほ
ど
の
小
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
者
を
孔
子
の
弟
子
の
中
か
ら
「
七
十
二
賢
」
に
選
ん
で
仲
尼
弟
子
列
傳
に
記
す
、
司
馬
遷
の
執
筆
態
度
そ
の
も
の
を
譙
周
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
譙
周
は
、『
史
記
』
の
記
述
を
『
春
秋
左
氏
傳
』
や
『
論
語
』
な
ど
の
經
典
に
基
づ
い
て
、
正
し
く
な
い
と
批
判
し
、
列
傳
の
記
載
の
あ
り
方
に
疑
問
を
呈
し
た
。
經
典
に
合
わ
せ
て
『
史
記
』
を
直
す
必
要
性
は
、
經
典
に
こ
そ
「
正
し
い
」
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
か
ら
生
ま
れ
る
。
こ
こ
に
近
代
歴
史
学
の
客
観
的
事
実
を
正
し
い
と
考
え
る
立
場
と
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
譙
周
が
「
正
し
い
」
記
述
を
求
め
る
理
由
は
、
經
典
と
の
整
合
性
を
取
る
た
め
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
譙
周
に
お
い
て
、「
正
し
い
」
歴
史
記
述
は
、「
正
し
い
」
予
言
と
結
び
つ
い
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（67）1278
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
蜀
學
を
修
め
た
周
羣
は
、
建
安
七
（
二
〇
二
）
年
、
越
嶲
郡
の
男
性
が
女
性
に
変
化
し
た
こ
と
を
聞
き
、
国
家
の
交
替
を
予
言
し
て
い
る
。
前
漢
の
哀
帝
の
時
に
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
、
王
に
よ
り
前
漢
が
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（『
三
國
志
』
卷
四
十
二 
周
羣
傳
注
引
『
續
漢
書
』）。
事
実
、
延
康
元
（
二
二
〇
年
）
に
、
後
漢
は
曹
丕
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
。
予
言
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
予
想
で
き
な
い
。
予
言
に
は
、
蜀
學
で
盛
行
し
た
天
文
の
観
察
と
並
ん
で
、
過
去
の
事
実
を
知
る
、
す
な
わ
ち
「
史
」
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
史
」
は
、
予
言
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
そ
も
そ
も
天
文
の
運
行
や
暦
法
を
掌
る
史
官
が
残
し
た
過
去
の
記
録
、
そ
れ
が
「
史
」
で
あ
り
、
ゆ
え
に
予
言
は
、「
史
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
春
秋
三
傳
の
中
で
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
が
最
も
予
言
に
近
接
性
を
持
っ
て
い
た
）
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譙
周
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
に
見
え
る
名
の
付
け
方
か
ら
、
蜀
漢
の
滅
亡
を
次
の
よ
う
に
予
言
す
る
。
春
秋
傳
に
著
は
す
に
、「
晉
の
穆
侯
、
太
子
を
名
づ
け
て
仇
と
曰
ひ
、
弟
を
成
師
と
曰
ふ
。
師
服
曰
く
、「
な
る
哉
、
君
の
子
を
名
づ
く
や
。
嘉
耦
を
妃
と
曰
ひ
、
怨
偶
を
仇
と
曰
ふ
。
今 
君 
太
子
を
名
づ
け
て
仇
と
曰
ひ
、
弟
を
成
師
と
曰
ふ
。
始
め
て
亂
を
兆きざ
せ
り
。
兄
は
其
れ
替すた
れ
ん
か
」
と
。
其
の
後 
果
た
し
て
服
が
言
の
如
し
」
と
。
①
漢
の
靈
帝 
二
子
を
名
づ
け
史
侯
・
董
侯
と
曰
ふ
に
及
び
て
は
、
旣
に
立
ち
て
帝
と
爲
る
も
、
後
に
皆 
免
ぜ
ら
れ
て
諸
侯
と
爲
る
。
師
服
の
言
と
相 
似
た
り
。
②
先
主 
諱
は
備
、
其
の
訓
は
具
は
る
な
り
。
後
主
の
諱
は
禪
、
其
の
訓
は
授
く
る
な
り
。
劉 
已
に
具
は
り
、
當
に
人
に
授
け
與
ふ
べ
し
と
言
ふ
が
如
き
な
り
。
意おも
ふ者
に
穆
侯
・
靈
帝
の
子
を
名
づ
く
る
よ
り
も
甚
だ
し
と
）
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譙
周
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
桓
公 
傳
二
年
の
「
師
服
の
言
」
を
踏
ま
え
て
、
①
「
漢
の
靈
帝
」
の
二
子
で
あ
る
「
史
侯
」（
劉
辯
）
が
即
位
し
た
の
ち
弘
農
王
、
「
董
侯
」（
劉
協
）
が
禪
讓
し
て
獻
帝
か
ら
山
陽
公
と
い
う
「
諸
侯
」
に
な
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
②
蜀
漢
の
二
主
の
「
備
」
と
「
禪
」
と
い
う
諱
か
ら
、
蜀
漢
の
未
来
を
予
言
し
た
の
で
あ
る
。
譙
周
が
後
主
に
降
服
を
勧
め
た
の
は
、
こ
の
予
言
に
基
づ
く
。
　
こ
の
よ
う
に
、
未
来
を
知
り
、
現
在
の
生
き
方
を
考
え
る
た
め
に
は
、
經
典
に
基
づ
く
過
去
の
「
正
し
い
」
歴
史
の
認
識
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
譙
周
は
「
史
」
を
究
め
よ
う
と
し
た
。
な
か
で
も
、
夏
・
殷
・
周
よ
り
以
前
の
『
史
記
』
の
記
述
に
疑
問
を
持
ち
、『
古
史
考
』
を
著
し
て
、
中
国
の
歴
史
の
始
ま
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
、
上
古
史
の
再
構
築
　
『
古
史
考
』
は
、
上
古
史
の
中
で
、『
史
記
』
が
著
さ
な
か
っ
た
五
帝
以
前
の
「
三
皇
」
を
重
視
し
た
。
司
馬
遷
が
そ
の
「
史
」
の
上
限
を
黃
帝
に
止
め
た
こ
と
は
、
後
漢
以
降
、
批
判
が
多
か
っ
た
。
前
漢
に
有
力
で
あ
っ
た
黃
老
思
想
に
対
抗
す
る
中
で
、「
帝
」
の
上
位
者
と
し
て
の
「
皇
」
が
設
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
一
に
掲
げ
た
譙
周
の
『
史
記
』
批
判
の
①
五
帝
同
族
説
、
お
よ
び
②
「
皇
・
帝
・
王
・
霸
」
の
問
題
と
関
わ
る
。「
儒
敎
國
家
」
が
成
立
し
1277（68）
た
後
漢
の
白
虎
觀
会
議
の
結
果
を
整
理
し
た
『
白
虎
通
』
は
）
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、「
皇
」
を
「
帝
・
王
・
霸
」
と
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
帝
・
王
な
る
者
は
何
ぞ
や
、
號
な
り
。
…
…
德 
天
地
と
合
す
る
者
は
帝
と
稱
し
、
仁
義 
合
す
る
者
は
王
と
稱
す
、
優
劣
を
別
つ
な
り
。
…
…
皇
な
る
者
は
、
何
の
謂
ぞ
や
。
亦
た
號
な
り
。
皇
は
、
君
な
り
、
美
な
り
、
大
な
り
。
天
人
の
總
、
美
大
の
稱
な
り
。
…
…
鈎
命
決
に
曰
く
、「
三
皇
は
步
み
、
五
帝
は
趨
り
、
三
王
は
馳
せ
、
五
伯
は
鶩
す
」
と
）
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『
白
虎
通
』
は
、「
帝
」
が
「
王
」
よ
り
も
上
位
の
「
號
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
ち
、「
皇
」
が
「
天
人
の
總
、
美
大
の
稱
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
緯
書
の
『
孝
經
鈎
命
決
』
を
引
用
し
て
、
君
主
は
、「
三
皇
」「
五
帝
」「
三
王
」
「
五
伯
（
覇
）」
の
順
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。
譙
周
が
②
「
皇
・
帝
・
王
・
霸
」
の
順
を
問
題
と
し
、『
史
記
』
が
「
五
帝
」
よ
り
始
ま
り
、
そ
の
上
位
に
あ
る
べ
き
「
三
皇
」
を
記
さ
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
理
由
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、『
白
虎
通
』
は
「
三
皇
」
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
三
皇
な
る
者
は
、
何
の
謂
ぞ
や
。
①
伏
羲
・
神
農
・
燧
人
を
謂
ふ
な
り
。
或
い
は
曰
く
、「
伏
羲
・
神
農
・
②
祝
融
な
り
」
と
。
禮
に
曰
く
、「
伏
羲
・
神
農
・
②
祝
融
は
三
皇
な
り
」
と
。
古
の
時
、
未
だ
三
綱
・
六
紀
有
ら
ず
、
民
人 
但
だ
其
の
母
を
知
る
の
み
に
し
て
、
其
の
父
を
知
ら
ず
。
能
く
前
を
覆
ふ
も
後
を
覆
ふ
能
は
ず
。
之
に
卧
す
れ
ば
詓
詓
、
之
に
行
け
ば
吁
吁
、
飢
う
れ
ば
卽
ち
⻝
を
求
め
、
飽
く
れ
ば
卽
ち
餘
を
弃
て
、
毛
を
で
血
を
飮
み
、
而
し
て
皮
を
衣き
る
。
是
に
于
て
伏
羲
、
仰
ぎ
て
象
を
天
に
觀
、
俯
し
て
法
を
地
に
察
し
、
夫
婦
を
因おこ
し
、
五
行
を
正
し
、
始
め
て
人
道
を
定
む
。
八
卦
を
畫
き
て
以
て
下
を
治
め
、
下 
伏
し
て
之
に
化
す
。
故
に
之
を
伏
羲
と
謂
ふ
な
り
。
之
を
神
農
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や
。
古
の
人
民
、
皆 
禽
獸
の
肉
を
⻝
ら
ふ
。
神
農
に
至
り
て
、
人
民 
衆
多
に
し
て
、
禽
獸 
足
ら
ず
。
是
に
於
て
神
農
、
天
の
時
に
因
り
、
地
の
利
を
分
ち
、
耒
耜
を
制
し
、
民
に
敎
へ
て
農
作
せ
し
む
。
神
に
し
て
之
を
化
し
、
民
を
し
て
之
を
宜
し
く
せ
し
む
。
故
に
之
を
神
農
と
謂
ふ
な
り
。
之
を
燧
人
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や
。
③
木
燧
を
鑚
り
て
火
を
取
り
、
民
に
敎
へ
て
熟
⻝
せ
し
め
、
人
の
利
性
を
養
ひ
、
臭
を
避
け
毒
を
去
る
、
之
を
燧
人
と
謂
ふ
な
り
。
之
を
祝
融
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や
。
祝
な
る
者
は
、
屬
な
り
。
融
な
る
者
は
、
續
な
り
。
④
言
ふ
こ
こ
ろ
は
能
く
三
皇
の
道
を
屬
續
し
て
之
を
行
ふ
。
故
に
祝
融
と
謂
ふ
な
り
）
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『
白
虎
通
』
は
、
三
皇
を
①
「
伏
羲
・
神
農
・
燧
人
」、
あ
る
い
は
「
伏
羲
・
神
農
・
祝
融
」
と
す
る
。「
或
説
」
は
続
く
「
禮
」
を
典
拠
と
す
る
が
、
陳
立
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
『
禮
含
文
嘉
』
と
い
う
緯
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
②
「
祝
融
」
は
、
④
「
三
皇
の
道
を
屬
續
」
す
る
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
は
い
な
い
。『
白
虎
通
』
は
、
人
道
を
定
め
た
伏
羲
、
農
業
を
教
え
た
神
農
の
後
に
、
③
火
と
そ
の
用
い
方
を
教
え
た
燧
人
が
現
れ
た
、
と
順
序
づ
け
る
よ
う
に
、「
伏
羲
・
神
農
・
燧
人
」
と
い
う
「
三
皇
」
の
中
で
、
筆
頭
の
「
伏
羲
」
を
尊
重
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、『
古
史
考
』
は
、「
燧
人
・
伏
羲
・
神
農
」
を
「
三
皇
」
と
す
る
）
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こ
れ
は
、
構
成
要
素
は
『
白
虎
通
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
筆
頭
に
置
く
「
燧
人
」
を
最
重
要
視
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。「
燧
人
」
は
、『
白
虎
通
』
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（69）1276
で
は
、
③
「
火
を
取
り
」「
熟
⻝
」
さ
せ
、「
人
の
利
性
を
養
ひ
、
臭
を
避
け
毒
を
去
」
ら
せ
た
、
と
さ
れ
て
い
た
。『
古
史
考
』
は
、「
燧
人
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
古
史
考
に
曰
く
、「
太
古
の
め
、
人
は
露
精
を
吮
ひ
、
木
の
實
を
⻝
ら
ひ
、
野
處
に
穴
居
し
、
山
に
は
則
ち
鳥
獸
を
⻝
ら
ひ
、
其
の
羽
皮
を
衣
、
血
を
飮
み
毛
を
で
、
水
に
近
き
に
は
則
ち
魚
鱉
螺
蛤
を
⻝
ら
ひ
、
未
だ
火
も
て
腥
臊
を
化
す
有
ら
ざ
れ
ば
、
多
く
腸
胃
を
害
ふ
。
是
に
於
て
聖
人
有
り
、
火
德
を
以
て
王
た
り
て
、
鑚
燧
を
造
作
し
、
火
を
出
し
て
人
に
熟
⻝
せ
し
め
、
鑄
金
し
て
刃
を
作
る
を
敎
ふ
。
民
人 
大
い
に
悅
び
、
號
し
て
燧
人
と
曰
ふ
」
と
）
18
（
。
　
『
古
史
考
』
は
、
筆
頭
に
置
く
燧
人
が
、「
太
古
の
め
」
に
お
い
て
、
民
人
に
火
を
用
い
さ
せ
た
と
重
視
す
る
。
た
だ
し
、『
白
虎
通
』
と
比
べ
て
、
燧
人
の
属
性
と
し
て
新
た
に
掲
げ
る
も
の
は
、「
鑄
金
し
て
刃
を
作
る
」
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
火
と
の
関
わ
り
で
「
火
德
の
王
」
と
規
定
す
る
こ
と
を
も
含
め
、
燧
人
を
筆
頭
と
す
べ
き
特
別
な
思
想
が
そ
こ
に
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
19
（
。
し
た
が
っ
て
、『
白
虎
通
』
と
の
順
序
の
違
い
は
、
基
づ
い
た
經
典
の
違
い
と
考
え
て
よ
い
。
　
『
古
史
考
』
と
同
じ
く
、
燧
人
を
筆
頭
に
置
く
經
典
は
、
前
漢
の
伏
生
の
弟
子
で
あ
る
張
生
・
歐
陽
生
ら
の
撰
述
に
よ
る
と
い
う
『
尙
書
大
傳
』
で
あ
る
）
20
（
。
尙
書
大
傳
に
說
く
に
、「
遂
人
を
遂
皇
と
爲
し
、
伏
羲
を
戲
皇
と
爲
し
、
神
農
を
農
皇
と
爲
す
な
り
。
遂
人
は
火
を
以
て
紀
す
。
火
は
、
太
陽
な
り
。
陽
は
尊
し
。
故
に
遂
皇
を
天
に
託
す
。
伏
羲
は
人
事
を
以
て
紀
す
。
故
に
戲
皇
を
人
に
託
す
。
蓋
し
天
は
人
に
非
ず
ん
ば
因
る
不な
く
、
人
は
天
に
非
ず
ん
ば
成
ら
ざ
る
な
り
。
神
農
は
地
を
以
て
紀
す
。
地
力
を
悉
し
、
䟽
を
種
う
。
故
に
農
皇
を
地
に
託
す
。
天
地
人
の
道 
備
は
り
て
、
三
五
の
運 
興
れ
り
」
と
）
21
（
。
　
『
尙
書
大
傳
』
は
、『
古
史
考
』
と
同
様
に
、「
遂
人
（
燧
人
）」
を
三
皇
の
筆
頭
に
置
く
。
そ
の
属
性
は
火
で
あ
り
、
火
は
太
陽
で
尊
い
た
め
、
天
に
「
託
」
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
燧
人
を
伏
羲
よ
り
上
位
に
置
く
も
の
に
は
、
他
に
『
莊
子
』
繕
性
篇
・『
易
緯
通
卦
驗
』
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
引
用
が
基
づ
く
『
風
俗
通
義
』
が
）
22
（
、『
春
秋
運
斗
樞
』
の
「
伏
羲
・
女
禍
・
神
農
」
説
、『
禮
號
諡
記
』
の
「
伏
羲
・
祝
融
・
神
農
」
説
、『
禮
含
文
嘉
記
』
の
「
虙
戲
（
伏
羲
）・
燧
人
・
神
農
」
説
を
抑
え
て
『
尙
書
大
傳
』
の
「
遂
人
・
伏
羲
・
神
農
」
を
「
三
皇
」
と
し
て
採
用
す
る
よ
う
に
、『
尙
書
大
傳
』
こ
そ
が
、
燧
人
を
高
く
評
価
す
る
經
典
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
後
漢
の
經
學
を
集
大
成
し
た
鄭
玄
も
ま
た
、『
尙
書
大
傳
』
に
注
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
、「
六
論
」
に
お
い
て
、『
尙
書
大
傳
』
の
「
遂
人
・
伏
羲
・
神
農
」
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
①
遂
皇
の
後
、
六
紀
九
十
一
代
を
歷
し
、
②
伏
犧
に
至
る
。
始
め
て
十
言
の
敎
を
作
り
て
、
以
て
君
民
の
別
を
厚
く
す
。
…
…
②
大
昊
帝
包
犧
氏
、
姓
は
風
、
虵
身
人
首
に
し
て
、
聖
德
有
り
。
…
…
③
炎
帝
神
農
氏
、
姓
は
羌
、
人
身
牛
首
に
し
て
、
火
瑞
有
り
）
23
（
。
　
こ
の
よ
う
に
、
鄭
玄
の
「
六
論
」
は
、
①
「
遂
皇
」（
燧
人
）、
②
「
伏
犧
」
（
伏
羲
）、
③
「
神
農
」
と
い
う
三
皇
説
を
取
っ
て
い
る
。
譙
周
の
『
古
史
考
』
1275（70）
が
、「
燧
人
・
伏
羲
・
神
農
」
の
三
皇
説
を
主
張
す
る
の
は
、
後
漢
末
の
大
儒
で
あ
る
鄭
玄
が
注
し
た
『
尙
書
大
傳
』
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
譙
周
は
、
そ
の
經
學
に
緯
書
を
縦
横
無
尽
に
取
り
入
れ
た
鄭
玄
が
注
を
付
け
た
『
尙
書
大
傳
』
な
ど
に
依
拠
し
て
、『
史
記
』
に
存
在
し
な
か
っ
た
「
三
皇
」
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
鄭
玄
説
に
代
わ
っ
て
王
肅
説
が
尊
重
さ
れ
た
西
晉
に
生
き
た
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
は
、
譙
周
の
『
古
史
考
』
を
継
承
し
な
が
ら
も
、「
伏
犧
・
神
農
・
黃
帝
」
と
い
う
三
皇
説
を
取
っ
た
）
24
（
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』
卷
一 
五
帝
本
紀
は
、黃
帝
よ
り
始
ま
る
の
で
、そ
れ
を
三
皇
に
含
む
こ
と
は
、「
三
皇
五
帝
」
を
根
本
的
に
見
直
し
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
は
、
人
の
歴
史
と
し
て
の
始
ま
り
で
あ
る
「
三
皇
五
帝
」
を
見
直
す
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。『
帝
王
世
紀
』
は
、
人
の
歴
史
の
先
に
あ
る
万
物
の
根
源
を
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
、
万
物
の
根
源
　
『
帝
王
世
紀
』
の
輯
本
を
作
成
し
た
徐
宗
元
は
、『
帝
王
世
紀
』
の
始
ま
り
の
文
章
を
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
天
地
の
未
だ
分
か
れ
ざ
る
、
之
を
①
太
易
と
謂
ふ
。
元
氣
の
始
め
て
ゆ
、
之
を
②
太　
と
謂
ふ
。
氣
形
の
始
め
、
之
を
③
太
始
と
謂
ふ
。
形
變 
質
有
り
、
之
を
④
太
素
と
謂
ふ
。
太
素
の
前
、
幽
情 
寂
寞
に
し
て
、
象
と
爲
す
可
か
ら
ず
。
惟
だ
虛 
惟
だ
無
、
蓋
し
道
の
根
な
り
。
道 
旣
に
建
ち
て
よ
り
、
猶
ほ
無 
有
を
生
む
。
太
素
の
質 
始
め
て
え
、
え
て
未
だ
兆
さ
ず
、
之
を
尨
洪
と
謂
ふ
。
し
道
の
幹
な
り
。
旣
に
物
を
育
み
、
禮
を
成
し
、
是
に
於
て
、
剛
柔 
始
め
て
分
か
れ
、
淸
濁 
始
め
て
位
し
、
天
は
外
に
成
り
て
體 
陽
す
。
故
に
圓
く
し
て
以
て
動
く
。
し
道
の
賓
な
り
。
質
形 
已
に
具
は
る
、
之
を
⑤
太
極
と
謂
ふ
）
25
（
。
　
万
物
の
根
源
を
問
う
『
帝
王
世
紀
』
の
宇
宙
生
成
論
は
、
①
「
太
易
」、
②
「
太
」・
③
「
太
始
」・
④
「
太
素
」、
⑤
「
太
極
」
の
「
五
始
」
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
「
五
始
」
の
う
ち
、
②
「
太
初
」・
③
「
太
始
」・
④
「
太
素
」
は
、
戸
川
芳
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
）
26
（
、
後
漢
に
普
及
し
て
い
た
「
三
氣
」
説
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。「
三
氣
」
説
と
は
、
万
物
化
生
の
以
前
、
混
沌
の
状
態
を
「
氣
」（
②
太
）・「
形
」（
③
太
始
）・「
質
」（
③
太
素
）
が
未
分
離
の
宇
宙
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、『
白
虎
通
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
始
め
て
起
こ
る
や
先
づ
②
太　
有
り
、
後
に
③
太
始
有
り
、
形
兆 
旣
に
成
る
、
名
づ
け
て
④
太
素
と
曰
ふ
。
…
…
故
に
乾
鑿
度
に
云
ふ
、「
②
太　
な
る
者
は
、
氣
の
始
な
り
。
③
太
始
な
る
者
は
、
形
兆
の
始
め
な
り
。
④
太
素
な
る
者
は
、
質
の
始
め
な
り
」
と
）
27
（
。
　
『
白
虎
通
』
に
引
用
さ
れ
る
『
易
緯
乾
鑿
度
』（
後
掲
す
る
鄭
玄
注
の
も
の
と
は
、
思
想
的
な
内
容
が
異
な
る
）
で
は
、
な
お
曖
昧
で
あ
っ
た
「
三
氣
」
の
時
間
的
順
序
は
、『
白
虎
通
』
で
は
、
②
太
↓
③
太
始
↓
④
太
素
と
い
う
時
間
的
推
移
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
張
衡
『
靈
憲
』
や
王
符
『
潛
夫
論
』
本
訓
篇
に
記
さ
れ
る
「
太
素
」（『
白
虎
通
』・『
帝
王
世
紀
』
の
④
太
素
と
は
異
な
る
）、
す
な
わ
ち
「
元
氣
」
発
生
の
以
前
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（71）1274
宇
宙
生
成
論
は
、「
元
氣
」
す
ら
な
い
「
虛
無
」
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
張
衡
の
『
靈
憲
』
を
掲
げ
よ
う
。⑴太
素
の
前
は
、
幽
淸
玄
靜
、
寂
漠
冥
默
に
し
て
、
象
を
爲
す
可
か
ら
ず
。
⑴
厥
の
中
は
惟
れ
虛0
に
し
て
、
厥
の
外
は
惟
れ
無0
な
り
。
是
の
如
き
者
は
永
久
な
り
。
斯
れ
⑵
溟
涬
と
謂
ふ
は
、　
し
乃
ち
道
の
根
な
れ
ば
な
り
。
道
の
根 
旣
に
建
つ
や
、
⑶
無
よ
り
有
を
生
ず
。
太
素 
始
め
て
ゆ
る
や
、
ゆ
れ
ど
も
未
だ
兆きざ
さ
ず
、
氣
を
幷
は
せ
て
色
を
同
じ
く
し
、
渾
沌
と
し
て
分
か
れ
ず
。
故
に
道
志
の
言
に
云
ふ
、「
⑸
物
有
り
渾
成
し
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
」
と
）
28
（
。
　
張
衡
は
、
⑴
「
太
素
の
前
」
を
「
虛
」「
無
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
⑵
「
溟
涬
」
と
呼
ん
で
、「
道
の
根
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
道
の
根
」
が
建
つ
と
⑶
「
無
よ
り
有
」
が
生
ず
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
有
な
る
「
氣
」
は
、「
虛
無
」
な
る
「
道
の
根
」
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
有
」
は
「
虛
無
」
か
ら
生
ず
る
と
い
う
生
成
論
が
、「
三
氣
」
論
に
加
え
ら
れ
た
。『
帝
王
世
紀
』
の
記
述
で
言
え
ば
、
①
「
太
易
」
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
注
（
26
）
所
掲
戸
川
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
高
誘
の
『
淮
南
子
』
注
）
29
（
や
鄭
玄
の
『
易
緯
乾
鑿
度
』
注
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、「
三
氣
五
運
」
説
が
成
立
し
、『
帝
王
世
紀
』
の
思
想
的
な
背
景
は
完
成
す
る
。
こ
こ
で
は
、
鄭
玄
の
『
易
緯
乾
鑿
度
』
注
を
掲
げ
よ
う
。﹇  
﹈
が
鄭
玄
注
で
あ
る
。
①
太
易
な
る
者
は
、
未
だ
氣
を
見あらはさ
ざ
る
な
り
。﹇
其
の
寂
然
と
し
て
無
物
な
る
を
以
て
、
故
に
之
を
名
づ
け
て
太
易
と
曰
ふ
。﹈
②
太　
な
る
者
は
、
氣
の
始
め
な
り
。﹇
⑴
元
氣
の
本
始
す
る
所
、
太
易
は
既
に
⑵
自
づ
か
ら
寂
然
と
し
て
無
物
な
り
。
焉
ん
ぞ
能
く
此
の
太
初
を
生
ぜ
ん
や
。
さ
す
れ
ば
則
ち
太
初
な
る
者
は
、
亦
た
⑶
忽
然
と
し
て
自
生
す
。﹈
③
太
始
な
る
者
は
、
形
の
始
め
な
り
。﹇
形
見
な
り
。此
の
天
象
は
形
見
の
本
始
す
る
所
な
り
。﹈
④
太
素
な
る
者
は
、
質
の
始
め
な
り
。﹇
地
質
の
本
始
す
る
所
な
り
。﹈
氣
・
形
・
質
、
具
に
し
て
未
だ
離
れ
ず
、
之
を
⑷
渾
淪
と
謂
ふ
。﹇
此
の
三
始
を
舍
く
と
雖
も
、
而
も
猶
ほ
未
だ
分
判
有
ら
ず
。
⑸
老
子
曰
く
、「
物
有
り
渾
成
す
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
」
と
。﹈
渾
淪
な
る
者
は
、
萬
物
の
相 
渾
成
し
て
、
而
し
て
未
だ
相 
離
れ
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。﹇
萬
物
の
此
の
三
者
に
資
せ
ざ
る
は
莫
き
を
言
ふ
な
り
）
30
（
。﹈
　
す
で
に
、
南
澤
良
彦
が
詳
細
に
論
ず
る
よ
う
に）31
（
、
鄭
玄
の
注
は
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
敷
衍
に
止
ま
ら
ず
、
独
自
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
主
張
か
ら
確
認
す
る
と
、
張
衡
が
「
虛
無
」
と
表
現
し
た
「
三
氣
」
以
前
の
「
未
だ
氣
を
見あらはさ
」
ざ
る
状
態
を
『
易
緯
乾
鑿
度
』
は
①
「
太
易
」
と
名
付
け
る
。『
帝
王
世
紀
』
の
名
称
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
万
物
の
端
緒
と
な
る
「
氣
」・「
形
」・「
質
」
の
始
原
の
状
態
を
②
「
太
」・
③
「
太
始
」・
④
「
太
素
」
と
呼
ぶ
。「
三
氣
」
論
で
あ
る
。
こ
の
名
称
も
『
帝
王
世
紀
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
①
「
太
易
」
か
ら
②
・
③
・
④
の
「
三
氣
」
が
い
か
に
生
ま
れ
る
の
か
、
と
い
う
生
成
論
が
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
玄
注
は
、
①
「
太
易
」
か
ら
②
「
太
」
が
生
成
さ
れ
る
論
理
を
⑶
「
忽
然
と
し
て
自
生
す
」
と
表
現
す
る
。
生
成
さ
れ
る
も
の
は
、
⑴
「
元
氣
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
⑴
「
元
氣
」
は
①
「
太
易
」
と
い
う
⑵
「
自
1273（72）
づ
か
ら
寂
然
と
し
て
無
物
な
」
も
の
、
す
な
わ
ち
「
無
」
か
ら
生
ず
る
の
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
②
「
太
」
は
⑵
「
自
づ
か
ら
生
」
ま
れ
る
、
す
な
わ
ち
⑶
「
忽
然
」
と
「
有
」
が
「
自
生
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
鄭
玄
の
生
成
論
で
あ
る
。「
虚
無
」
か
ら
「
有
」
が
生
ま
れ
る
と
い
う
張
衡
の
『
靈
憲
』
と
は
、
異
な
る
宇
宙
生
成
論
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。
　
続
い
て
鄭
玄
の
『
易
緯
乾
鑿
度
』
注
は
、
別
の
角
度
か
ら
『
帝
王
世
紀
』
で
い
う
⑤
太
極
の
形
成
を
表
現
す
る
。
⑹
之
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
を
聽
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
之
を
循もと
む
れ
ど
も
得
ず
。
故
に
易
と
曰
ふ
な
り
。
易
に
形
畔
无
し
。﹇
此
れ
①
太
易
無
形
の
時
、
虛
豁
寂
寞
と
し
て
、
以
て
視
・
聽
・
尋
す
可
か
ら
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
。
繫
辭
に
易
に
體
無
し
と
曰
ふ
は
、
此
れ
之
の
謂
な
り
。﹈
易 
變
じ
て
一
と
爲
る
、﹇
一
は
北
方
を
主
ど
り
、
氣 
漸
く
生
ず
る
の
始
め
、
此
れ
則
ち
②
太　
 
氣
の
生
ず
る
所
な
り
。﹈
一 
變
じ
て
七
と
爲
る
、﹇
七
は
南
方
を
主
ど
り
、
陽
氣 
壯
盛
の
始
め
な
り
。
萬
物 
皆
形
見
す
、
此
れ
則
ち
③
太
始 
氣
の
生
ず
る
所
の
者
な
り
。﹈
七 
變
じ
て
九
と
爲
る
、﹇
西
方
は
陽
氣
の
終
は
る
所
、
究
の
始
め
な
り
、
此
れ
則
ち
④
太
素 
氣
の
生
ず
る
所
な
り
。﹈
九
な
る
者
は
氣 
變
ず
る
の
究
な
り
。
乃
ち
復
た
變
じ
て
一
と
爲
る
、﹇
此
の
一
は
則
ち
元
氣 
形
見
し
て
、
未
だ
分
か
れ
ざ
る
者
な
り
。
夫
れ
陽
氣 
內
に
動
き
、
周
流 
終
始
し
、
然
る
后 
⑺
化
し
て
一
の
形
氣
を
生
ず
る
な
り
。﹈
⑤
一
な
る
者
は
形 
變
ず
る
の
始
め
、
淸
輕
な
る
者
は
上
り
て
天
と
爲
り
、﹇
象
の
形 
見
は
る
。﹈
濁
重
な
る
者
は
下
り
て
地
と
爲
る
。﹇
質
の
形 
見
は
る
）
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。﹈
　
『
易
緯
乾
鑿
度
』
は
、
⑹
『
老
子
』
十
四
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、「
易
」
が
「
道
」
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
易
は
「
一
」
か
ら
「
七
」、「
七
」
か
ら
「
九
」、
「
九
」
か
ら
「
一
」
へ
と
変
化
す
る
が
、
最
後
の
「
一
」
は
、
氣
の
生
ず
る
②
「
太
」
を
表
現
し
て
い
た
最
初
の
「
一
」
と
は
異
な
る
。
混
沌
か
ら
万
物
が
⑤
「
變
ず
る
の
始
め
」
の
「
一
」
で
あ
り
、「
淸
輕
な
る
者
は
上
り
て
天
と
爲
り
、
濁
重
な
る
者
は
下
り
て
地
」
と
な
る
「
一
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
天
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、『
帝
王
世
紀
』
で
い
う
⑤
「
太
極
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
玄
注
は
、
①
「
太
易
」
が
「
虛
豁
寂
寞
」
で
あ
り
、
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
（
尋
）
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
②
太
（
氣
）
↓
③
太
始
（
形
）
↓
④
太
素
が
自
生
し
た
の
ち
、
⑺
「
化
し
て
一
の
形
氣
を
生
」
ず
る
こ
と
で
「
象
」（
天
）
と
「
質
」（
地
）
が
生
ず
る
、
と
い
う
本
体
論
（
存
在
論
）
を
示
す
。
万
物
の
始
原
は
、
万
物
の
存
在
に
先
立
つ
事
物
以
外
の
力
に
よ
っ
て
神
話
的
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
万
物
は
「
有
」
か
ら
「
自
生
」
す
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
①
「
太
素
の
前
」
を
「
虛
」「
無
」
と
す
る
張
衡
と
は
、
こ
こ
が
明
確
に
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
張
衡
も
鄭
玄
も
引
用
す
る
⑸
『
老
子
』
二
十
五
の
「
物
有
り
渾
成
す
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
」
に
暗
示
さ
れ
る
「
道
」
は
、
鄭
玄
の
場
合
に
は
「
無
」
で
は
な
く
「
有
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
万
物
の
根
源
を
「
無
」
で
は
な
く
「
有
」
と
考
え
る
こ
と
が
、
鄭
玄
の
本
体
論
の
特
徴
で
あ
る
。
　
一
方
、
曹
魏
の
何
晏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
玄
學
に
お
い
て
、
何
晏
は
「
道
」
を
「
無
」
と
説
き
、
そ
れ
を
存
在
者
を
生
み
支
え
る
絶
対
的
超
越
者
と
位
置
づ
け
、『
老
子
』
注
を
著
し
た
王
弼
は
「
無
」
を
「
道
」
よ
り
も
上
位
に
置
い
た
）
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。
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（73）1272
し
か
し
、
玄
學
の
展
開
の
中
で
、
や
が
て
『
莊
子
』
注
を
著
し
た
郭
象
は
、
形
而
上
的
根
源
と
し
て
の
「
無
」
を
否
定
し
、
存
在
者
は
突
然
「
歘
」
と
「
有
」
る
と
説
く
）
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。
こ
こ
に
、「
忽
然
と
し
て
自
生
す
」
る
と
い
う
鄭
玄
の
本
体
論
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
は
、
す
で
に
引
用
し
た
資
料
の
二
重
傍
線
部
に
、「
惟
だ
虛 
惟
だ
無
、
し
道
の
根
な
り
。
道 
旣
に
建
ち
て
よ
り
、
猶
ほ
無 
有
を
生
む
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
字
句
と
論
理
を
用
い
な
が
ら
も
、
鄭
玄
注
が
万
物
の
根
源
を
「
無
」
で
は
な
く
「
有
」
に
求
め
る
こ
と
に
は
従
わ
な
い
。「
三
皇
」
説
に
お
い
て
も
、
譙
周
が
従
っ
た
鄭
玄
注
『
尙
書
大
傳
』
の
所
説
に
従
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
は
、
万
物
の
根
源
に
つ
い
て
も
鄭
玄
説
に
は
与
さ
な
い
。
西
晉
に
生
き
た
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
の
思
想
的
位
置
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、西
晉
の
官
学
で
あ
る
王
肅
の
生
成
論
が
伝
わ
ら
な
い
以
上
）
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、そ
の
「
正
し
さ
」
の
基
準
が
儒
敎
經
典
に
置
か
れ
な
く
な
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
宇
宙
生
成
の
起
源
が
「
無
」
か
「
有
」
か
を
除
け
ば
、
そ
の
論
理
は
鄭
玄
の
「
三
氣
五
運
」
説
の
影
響
下
に
あ
る
。
　
そ
し
て
、
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
得
る
よ
う
な
、
鄭
玄
の
「
三
氣
五
運
」
説
が
、
現
在
、『
辯
正
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
鉤
命
決
』
に
整
理
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
易
鉤
命
決
に
云
ふ
、「
天
地 
未
分
の
前
、
太
易
有
り
、
太　
有
り
、
太
始
有
り
、
太
素
有
り
、
太
極
有
り
、
五
運
と
爲
る
な
り
。
氣
象 
未
だ
形あらはれ
ず
、
之
を
太
易
と
謂
ふ
。
元
氣 
始
め
て
ゆ
、
之
を
太
と
謂
ふ
。
氣
・
形
の
端
あ
る
、
之
を
太
始
と
謂
ふ
。
形 
變
じ
て
質
有
る
、
之
を
太
素
と
謂
ふ
。
質
形 
已
に
具
は
る
、
之
を
太
極
と
謂
ふ
。
五
氣
を
轉
變
す
、
故
に
五
運
と
稱
す
。
氣
・
形
・
質 
具
り
て
未
だ
相 
離
れ
ず
、
皆 
太
易
の
名
に
し
て
五
種
有
る
を
言
ふ
な
り
。
爾そ
の
時 
空
虛
に
し
て
、
未
だ
人
物
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
）
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『
易
鉤
命
決
』
と
い
う
緯
書
の
事
例
は
、
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
（
編
）『
重
修 
緯
書
集
成
』（
前
揭
）
に
よ
れ
ば
皆
無
で
は
な
い
が
、「
鉤
命
決
」
と
言
え
ば
『
孝
經
鉤
命
決
』
が
一
般
的
で
あ
り
、『
辯
正
論
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
の
書
の
由
来
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
『
易
鉤
命
決
』
が
注（
31
）所
掲
南
澤
論
文
の
評
す
る
よ
う
に
、
鄭
玄
の
「
三
氣
五
運
」
説
を
四
字
句
に
よ
り
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
む
し
ろ
、
注
目
す
べ
き
点
は
書
の
由
来
で
は
な
く
、
こ
れ
が
『
辯
正
論
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
『
辯
正
論
』
は
、
唐
の
法
琳
が
武
德
九
（
六
二
六
）
年
に
、
外
教
の
邪
を
批
判
し
て
、
仏
敎
の
正
な
る
こ
と
を
弁
じ
た
書
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
「
三
敎
治
道
の
篇 
第
一
」
は
、
儒
敎
思
想
に
立
つ
上
庠
公
子
が
、
佛
敎
に
対
す
る
疑
義
を
呈
し
、
古
學
通
人
が
佛
敎
の
側
か
ら
論
破
す
る
と
い
う
内
容
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、『
辯
正
論
』
は
、
儒
敎
を
代
表
す
る
生
成
論
と
し
て
鄭
玄
の
「
三
氣
五
運
」
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
帝
王
世
紀
』
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
生
成
論
が
単
な
る
万
物
の
根
源
論
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、「
三
氣
五
運
」
に
よ
り
天
地
が
開
闢
し
た
後
に
、「
三
皇
」
に
代
表
さ
れ
る
人
の
統
治
が
始
ま
る
、
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を
考
え
る
た
め
に
、
万
物
の
根
源
は
探
ら
れ
て
い
た
1271（74）
の
で
あ
る
。
　
『
帝
王
世
紀
』
は
、
次
の
よ
う
に
生
成
論
を
人
間
を
記
す
「
世
紀
」
論
と
繋
げ
て
い
た
と
考
え
得
る
。
天
地
の
開
闢
す
る
や
、
天
皇
氏
・
地
皇
氏
・
人
皇
氏
有
り
。
…
…
人
皇
よ
り
以
來
、
魏
の
咸
熙
二
年
に
迄
ぶ
ま
で
、
凡
そ
二
百
七
十
二
代
、
二
百
七
十
六
萬
七
百
四
十
五
年
を
積
む
。
分
か
ち
て
十
紀
と
爲
す
）
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天
地
開
闢
よ
り
『
春
秋
』
の
哀
公
十
四
（
前
四
八
一
）
年
ま
で
を
「
二
百
七
十
六
萬
」
歳
と
す
る
の
は
、「
春
秋
緯
」
の
説
で
あ
る
（『
後
漢
書
』
志
二 
律
曆
中
）。
戸
川
芳
郎
は
）
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、
こ
れ
を
受
け
て
『
帝
王
世
紀
』
を
後
漢
に
興
起
し
た
經
學
史
観
と
も
称
す
べ
き
、
三
皇
・
五
帝
の
帝
王
統
治
を
重
ね
あ
わ
せ
た
禮
敎
国
家
的
歴
史
観
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
細
密
な
曆
數
の
操
作
を
加
え
た
緯
書
説
に
よ
る
年
代
観
を
軸
に
し
て
成
立
し
た
、
と
評
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
『
帝
王
世
紀
』
は
、
緯
書
と
緯
書
へ
の
鄭
玄
の
注
が
築
き
上
げ
て
い
た
生
成
論
・
本
体
（
存
在
）
論
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、「
無
」
か
ら
「
有
」
が
生
ま
れ
る
と
い
う
生
成
論
を
採
用
し
た
。
そ
れ
を
承
け
て
、
三
皇
・
五
帝
以
下
の
人
間
の
歴
史
が
始
ま
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
万
物
の
根
源
か
ら
人
間
の
歴
史
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
神
は
介
在
し
な
い
。
中
国
の
「
史
」
に
、
天
地
開
闢
を
め
ぐ
る
神
話
が
根
ざ
さ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
お
わ
り
に
　
譙
周
は
、『
史
記
』
の
記
述
を
『
春
秋
左
氏
傳
』
や
『
論
語
』
な
ど
の
經
典
に
基
づ
い
て
批
判
し
た
。
經
典
に
こ
そ
「
正
し
い
」
事
実
が
記
さ
れ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
近
代
に
お
け
る
客
観
的
に
正
し
い
事
実
を
記
そ
う
と
す
る
歴
史
学
と
の
違
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
譙
周
に
と
っ
て
「
正
し
い
」
歴
史
記
述
は
、
「
正
し
い
」
予
言
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
譙
周
が
後
主
に
降
服
を
勧
め
た
の
は
、
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
典
拠
と
す
る
予
言
に
基
づ
く
。
未
来
を
知
り
、
現
在
の
生
き
方
を
考
え
る
た
め
に
は
、
過
去
の
「
正
し
い
」
歴
史
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
史
考
』
が
重
視
し
た
「
三
皇
」
も
、
經
典
に
依
拠
し
て
「
燧
人
・
伏
羲
・
神
農
」
と
規
定
さ
れ
た
。
譙
周
は
、
鄭
玄
注
『
尙
書
大
傳
』
を
代
表
と
す
る
よ
う
な
經
典
を
論
拠
に
、『
史
記
』
に
な
か
っ
た
「
三
皇
」
の
歴
史
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
皇
甫
謐
の
『
帝
王
世
紀
』
は
、
万
物
の
根
源
を
「
三
氣
五
運
」
説
に
求
め
な
が
ら
も
、
鄭
玄
の
生
成
論
に
は
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
明
ら
か
に
し
得
た
万
物
の
根
源
に
続
け
て
「
三
皇
・
五
帝
」
に
関
す
る
記
述
を
再
編
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
営
為
を
承
け
て
、
唐
の
司
馬
貞
は
、『
史
記
』
に
「
三
皇
本
紀
」
を
附
載
し
た
。
こ
の
結
果
、『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
の
世
界
観
は
、
以
後
の
中
国
の
「
史
」
に
お
け
る
生
成
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
『
古
史
考
』
が
問
い
か
け
た
の
は
、「
史
」
に
お
い
て
「
正
し
い
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
儒
敎
の
經
典
に
基
づ
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
漢
帝
国
の
崩
壊
に
伴
う
価
値
観
の
崩
壊
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
「
正
し
さ
」
の
不
明
瞭
化
へ
の
挑
戦
が
あ
っ
た
。
後
漢
末
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
鄭
玄
は
、「
正
し
さ
」
を
緯
書
を
用
い
て
構
築
し
た
經
典
間
の
無
矛
盾
の
体
系
性
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（75）1270
に
求
め
よ
う
と
し
た
）
39
（
。
譙
周
は
、
蜀
學
に
お
け
る
予
言
を
天
文
か
ら
「
史
」
に
基
づ
く
も
の
へ
と
展
開
す
る
と
共
に
、「
史
」
の
「
正
し
さ
」
を
經
典
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
皇
甫
謐
は
『
帝
王
世
紀
』
で
、「
史
」
は
、
ど
こ
ま
で
遡
る
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
に
答
え
た
。
そ
れ
は
、「
史
」
の
存
立
意
義
を
問
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
皇
甫
謐
は
、
人
間
・
文
明
の
由
来
を
知
る
こ
と
か
ら
、
万
物
の
根
源
に
ま
で
遡
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
長
大
な
歴
史
を
主
張
す
る
佛
敎
の
存
在
と
、
万
物
の
根
源
を
究
め
よ
う
と
す
る
玄
學
へ
の
対
抗
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
注
（
1
）　
渡
邉
義
浩
「『
史
記
』
に
お
け
る
『
春
秋
』
の
継
承
」（『RILA
SJO
U
RN
A
L
』
六
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
（
2
）　
誠
令
（
司
馬
）
遷
依
五
經
之
法
言
、
同
聖
人
之
是
非
、
意
亦
庶
幾
矣
（『
後
漢
書
』
列
傳
三
十
上 
班
彪
傳
）。
な
お
、『
漢
書
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
『
史
記
』
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
嘉
瀬
達
彦
「
諸
子
と
し
て
の
『
史
記
』
│
『
漢
書
』
成
立
ま
で
の
『
史
記
』
評
価
と
撰
続
状
況
の
検
討
」（『
立
命
館
文
学
』
五
九
〇
、二
〇
〇
五
年
）、中
西
大
輔
「
新
末
〜
後
漢
初
期
の
『
史
記
』
と
そ
の
補
続
者
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
史
学
』
四
七
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。
（
3
）　
渡
邉
義
浩
「『
漢
書
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
継
承
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
一
│
一
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
（
4
）　
渡
邉
義
浩
「『
漢
書
』
が
描
く
在
る
べ
き
「
古
典
中
国
」
像
」（『
日
本
儒
教
学
会
報
』
二
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。
（
5
）　
譙
周
以
、
司
馬
遷
史
記
書
周
・
秦
以
上
、
或
採
俗
語
・
百
家
之
言
、
不
專
據
正
經
。
周
於
是
作
古
史
考
二
十
五
篇
、
皆
憑
舊
典
、
以
糾
遷
之
謬
誤
。（
司
馬
）
彪
復
以
、
周
爲
未
盡
善
也
。
條
古
史
考
中
凡
百
二
十
二
事
爲
不
當
、
多
據
汲
冢
紀
年
之
義
。
亦
行
於
世
（『
晉
書
』
卷
八
十
二 
司
馬
彪
傳
）。
（
6
）　
譙
周
の
学
問
と
蜀
學
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
蜀
に
お
け
る
讖
緯
の
学
の
伝
統
」（『
讖
緯
思
想
の
総
合
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
な
お
、
中
林
史
朗
「
後
漢
末
・
晋
初
に
於
け
る
地
方
学
者
の
動
向
│
巴
蜀
地
方
に
お
け
る
譙
周
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て
」（『
土
浦
短
期
大
学
紀
要
』
九
、一
九
八
一
年
）、楊
代
欣
「
論
譙
周
」（『
諸
葛
亮
与
三
国
文
化
』
成
都
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
呉
佑
和
「
譙
周
和
他
在
史
学
上
的
貢
献
」（『
歴
史
文
献
研
究
』
五
、
一
九
九
四
年
）、
王
定
璋
「
譙
周
与
陳
寿
」（『
蜀
学
』
一
、
二
〇
〇
六
年
）
も
あ
る
。
（
7
）　
（
秦
）
宓
、
①
見
帝
系
之
文
、
五
帝
皆
同
一
族
、
宓
辨
其
不
然
之
本
。
又
論
②
皇
・
帝
・
王
・
霸
、
③
豢
龍
之
說
、
甚
有
通
理
。
譙
允
南
少
時
、
數
往
諮
訪
、
紀
錄
其
言
於
④
春
秋
然
否
論
、
文
多
故
不
載
（『
三
國
志
』
卷
三
十
八 
秦
宓
傳
）。
（
8
）　
（
莊
公
）
十
六
年
、
與
宋
・
衞
共
、
伐
周
惠
王
。
惠
王
出
奔
溫
。
立
惠
王
弟
穨
爲
周
王
。
【
集
解
】
譙
周
曰
、
按
春
秋
傳
、
燕
與
子
穨
逐
周
惠
王
者
、
乃
南
燕
姞
姓
也
。
世
家
以
爲
北
燕
、
失
之
（『
史
記
』
卷
三
十
四 
燕
世
家
）。
な
お
、
譙
周
『
古
史
考
』
の
春
秋
時
代
に
関
す
る
記
載
は
、
す
で
に
吉
川
忠
夫
「
汲
冢
書
発
見
前
後
」（『
東
方
学
報
』（
京
都
）
七
一
、
一
九
九
一
年
）
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）　
田
常
、
乃
選
齊
國
中
女
子
長
七
尺
以
上
、
爲
後
宮
。
後
宮
以
百
數
。
而
使
賓
客
・
舍
人
出
入
後
宮
者
不
禁
。
及
田
常
卒
、
有
七
十
餘
男
。【
索
隱
】
…
…
然
譙
允
南
①
案
春
秋
、
陳
恆
爲
人
、
雖
志
大
負
殺
君
之
名
、
至
於
行
事
亦
脩
整
。
故
能
自
保
。
固
非
苟
爲
禽
獸
之
行
。
夫
成
事
在
德
、
雖
有
姦
子
七
十
、
祇
以
長
亂
。
事
豈
然
哉
。
②
言
其
非
實
也
（『
史
記
』
卷
四
十
六 
田
敬
完
世
家
）。
（
10
）　
公
伯
繚
字
子
周
。【
索
隱
】
…
…
而
譙
周
云
、
疑
公
伯
繚
、
是
讒
愬
之
人
、
孔
子
不
責
、
而
云
、
其
如
命
何
。
非
弟
子
之
流
也
。
今
亦
列
比
在
七
十
二
賢
之
數
、　
太
史
公
誤
。
…
…
（『
史
記
』
卷
六
十
七 
仲
尼
弟
子
列
傳
）。
（
11
）　
公
伯
寮
愬
子
路
於
季
孫
。
子
服
景
伯
以
吿
曰
、
夫
子
固
有
惑
志
於
公
伯
寮
也
。
吾
力
猶
能
肆
諸
市
朝
。
子
曰
、
道
之
將
行
也
與
、
命
也
。
道
之
將
廢
也
與
、
命
也
。
公
伯
寮
其
如
命
何
（『
論
語
』
憲
問
篇
）。
1269（76）
（
12
）　
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
お
け
る
占
い
と
予
言
に
つ
い
て
は
、
久
富
木
成
大
「
釈
巫
史
│
「
左
伝
」
に
お
け
る
占
い
と
予
言
」（『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
』
人
文
科
学
篇
二
四
│
二
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。
（
13
）　
春
秋
傳
著
、
晉
穆
侯
、
名
太
子
曰
仇
、
弟
曰
成
師
。
師
服
曰
、
哉
君
之
名
子
也
。
嘉
耦
曰
妃
、
怨
偶
曰
仇
。
今
君
名
太
子
曰
仇
、
弟
曰
成
師
。
始
兆
亂
矣
、
兄
其
替
乎
。
其
後
果
如
服
言
。
①
及
漢
靈
帝
名
二
子
曰
史
侯
・
董
侯
、
旣
立
爲
帝
、
後
皆
免
爲
諸
侯
。
與
師
服
言
相
似
也
。
②
先
主
諱
備
、
其
訓
具
也
。
後
主
諱
禪
、
其
訓
授
也
。
如
言
劉
已
具
矣
、
當
授
與
人
也
。
意
者
甚
於
穆
侯
・
靈
帝
之
名
子
（『
三
國
志
』
卷
四
十
二 
杜
瓊
傳
）。
（
14
）　
『
白
虎
通
』
に
整
理
さ
れ
た
「
古
典
中
國
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
規
範
と
し
て
の
「
古
典
中
国
」」（『
日
本
儒
教
学
会
報
』
一
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
（
15
）　
帝
・
王
者
何
、
號
也
。
…
…
德
合
天
地
者
稱
帝
、
仁
義
合
者
稱
王
、
別
優
劣
也
。
…
…
皇
者
、
何
謂
也
。
亦
號
也
。
皇
、
君
也
、
美
也
、
大
也
。
天
人
之
總
、
美
大
稱
也
。
…
…
鈎
命
决
曰
、
三
皇
歩
、
五
帝
趨
、
三
王
馳
、
五
伯
鶩
（『
白
虎
通
』
卷
二 
號
）。『
白
虎
通
』
は
、
陳
立
『
白
虎
通
疏
證
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
を
底
本
と
し
た
。
（
16
）　
三
皇
者
、
何
謂
也
。
謂
①
伏
羲
・
神
農
・
燧
人
也
。
或
曰
、
伏
羲
・
神
農
・
②
祝
融
也
。
禮
曰
、
伏
羲
・
神
農
・
②
祝
融
三
皇
也
。
古
之
時
、
未
有
三
綱
・
六
紀
。
民
人
但
知
其
母
、
不
知
其
父
。
能
覆
前
而
不
能
覆
後
。
卧
之
詓
詓
、
行
之
吁
吁
、
飢
卽
求
食
、
飽
卽
弃
餘
、
茹
毛
飮
血
、
而
衣
皮
葦
。
于
是
伏
羲
、
仰
觀
象
于
天
、
俯
察
法
於
地
、
因
夫
婦
、
正
五
行
、
始
定
人
道
。
畫
八
卦
以
治
下
、
下
伏
而
化
之
。
故
謂
之
伏
羲
也
。
謂
之
神
農
何
。
古
之
人
民
、
皆
⻝
禽
獸
肉
。
至
於
神
農
、
人
民
衆
多
、
禽
獸
不
足
。
於
是
神
農
、
因
天
之
時
、
分
地
之
利
、
制
耒
耜
、
敎
民
農
作
。
神
而
化
之
、
使
民
宜
之
。
故
謂
之
神
農
也
。
謂
之
燧
人
何
。
③
鑚
木
燧
取
火
、
敎
民
熟
⻝
、
養
人
利
性
、
避
臭
去
毒
、
謂
之
燧
人
也
。
謂
之
祝
融
何
。
祝
者
、
屬
也
。
融
者
、
續
也
。
④
言
能
屬
續
三
皇
之
道
而
行
之
。
故
謂
祝
融
也
（『
白
虎
通
』
卷
二 
號
）。
（
17
）　
『
禮
記
注
疏
』
卷
一 
曲
禮
上
に
、「
然
れ
ど
も
宋
均 
援
神
契
に
注
し
、
甄
耀
度
を
引
く
に
、
數

燧
人
・
伏
犧
・
神
農
を
ば
、
三
皇
と
爲
す
。
譙
周
の
古
史
考
も
亦
た
然
り
と
す
（
然
宋
均
注
援
神
契
、
引
甄
耀
度
、
數
燧
人
・
伏
犧
・
神
農
、
爲
三
皇
。
譙
周
古
史
考
亦
然
）」
と
あ
る
。
（
18
）　
古
史
考
曰
、
太
古
之
、
人
吮
露
精
、
⻝
木
實
、
穴
居
野
處
、
山
則
⻝
鳥
獸
、
衣
其
羽
皮
、
飮
血
毛
、
近
水
則
⻝
魚
鱉
螺
蛤
、
未
有
火
化
腥
臊
、
多
害
腸
胃
。
於
是
有
聖
人
、
以
火
德
王
、
造
作
鑚
燧
、
出
火
敎
人
熟
⻝
、
鑄
金
作
刃
。
民
人
大
悅
、
號
曰
燧
人
（『
太
平
御
覽
』
卷
七
十
八 
皇
王
三
）。
（
19
）　
阿
部
幸
信
「
燧
人
考
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
三
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
燧
人
を
「
中
華
と
夷
狄
」
と
い
う
秩
序
を
う
ち
立
て
た
聖
人
と
し
て
礼
賛
さ
れ
た
と
主
張
す
る
が
、『
白
虎
通
』
な
ど
と
の
比
較
や
經
學
的
な
検
討
も
不
十
分
で
あ
り
、
疑
問
で
あ
る
。
（
20
）　
張
生
・
歐
陽
生
を
著
者
と
す
る
の
は
、
鄭
玄
『
尙
書
大
傳
注
序
』
に
よ
る
。
池
田
秀
三
「『
尚
書
大
伝
』
初
探
」（『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
は
、
そ
れ
を
詳
細
に
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
21
）　
尙
書
大
傳
說
、
遂
人
爲
遂
皇
、
伏
羲
爲
戲
皇
、
神
農
爲
農
皇
也
。
遂
人
以
火
紀
。
火
、
太
陽
也
。
陽
尊
。
故
託
遂
皇
於
天
。
伏
羲
以
人
事
紀
。
故
託
戲
皇
於
人
。
天
非
人
不
因
、
人
非
天
不
成
也
。
神
農
〔
以
地
紀
〕。
悉
地
力
、
種
㯏
䟽
。
故
託
農
皇
於
地
。
天
地
人
道
備
、
而
三
五
之
運
興
矣
（『
風
俗
通
義
』
卷
一 
皇
覇
篇
）。『
風
俗
通
義
』
は
、
呉
樹
平
（
校
釈
）『
風
俗
通
義
校
釈
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
呉
樹
平
に
従
っ
て
補
っ
た
字
句
は
、〔 
〕
で
示
し
た
。
（
22
）　
『
風
俗
通
義
』
に
お
け
る
生
成
論
と
三
皇
に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
「
読
風
俗
通
義
皇
覇
篇
札
記
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
一
六
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。
（
23
）　
①
遂
皇
之
後
、
歷
六
紀
九
十
一
代
、
至
②
伏
犧
。
始
作
十
言
之
敎
、
以
厚
君
民
之
別
。
…
…
②
大
昊
帝
包
犧
氏
、
姓
風
、
虵
身
人
首
、
有
聖
德
。
…
…
③
炎
帝
神
農
氏
、
姓
羌
、
人
身
牛
首
、
有
火
瑞
（
孔
廣
林
（
輯
）『
通
德
遺
書
所
見
錄
』
六
論
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）。
（
24
）　
『
史
記
』
卷
一 
五
帝
本
紀
の
索
隱
に
、「
孔
安
國
の
尙
書
序
、
皇
甫
謐
の
帝
王
世
紀
、
孫
氏
注
の
世
本
は
、
並
び
に
伏
犧
・
神
農
・
黃
帝
を
以
て
三
皇
と
爲
し
、
少
昊
・
顓
頊
・
高
辛
・
唐
・
虞
を
五
帝
と
爲
す
（
孔
安
國
尙
書
序
、
皇
甫
謐
帝
王
世
紀
、
孫
氏
注
世
本
、
並
以
伏
犧
・
神
農
・
黃
帝
爲
三
皇
、
少
昊
・
顓
頊
・
高
辛
・
唐
・
虞
爲
五
帝
）」
と
あ
る
。
『
古
史
考
』
と
『
帝
王
世
紀
』
（77）1268
（
25
）　
天
地
未
分
、
謂
之
①
太
易
。
元
氣
始
、
謂
之
②
太　
。
氣
形
之
始
、
謂
之
③
太
始
。
形
變
有
質
、
謂
之
④
太
素
。
太
素
之
前
、
幽
情
寂
寞
、
不
可
爲
象
。
惟
虛
惟
無
、
蓋
道
之
根
。
自
道
旣
建
、
猶
無
生
有
。
太
素
質
始
、
萌
而
未
兆
、
謂
之
尨
洪
。
蓋
道
之
幹
。
旣
育
物
、
成
禮
、
於
是
、
剛
柔
始
分
、
淸
濁
始
位
、
天
成
於
外
而
體
陽
。
故
圓
以
動
。
道
之
賓
。
質
形
已
具
、
謂
之
⑤
太
極
（
徐
宗
元
（
輯
）『
帝
王
世
紀
輯
存
』
中
書
局
、
一
九
九
四
年
）。
（
26
）　
戸
川
芳
郎
「
帝
紀
と
生
成
論
│
『
帝
王
世
紀
』
と
三
気
五
運
」（『
中
国
哲
学
史
の
展
開
と
模
索
』（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
、『
漢
代
の
学
術
と
文
化
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
に
所
収
）。
ま
た
、
安
正
発
「《
帝
王
世
紀
》
研
究
史
述
略
」（『
寧
夏
師
範
学
院
学
報
』
社
会
科
学
版
、
三
七
│
四
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
中
国
に
お
け
る
『
帝
王
世
紀
』
の
研
究
動
向
整
理
で
あ
る
。
な
お
、
余
方
平
「
対
皇
甫
謐
《
帝
王
世
紀
》
的
再
評
価
│
以
《
帝
王
世
紀
》
対
幾
個
重
要
地
望
的
臆
断
為
例
」（『
河
南
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
三
三
│
四
、
二
〇
〇
六
年
）、
陳
肖
男
・
張
秋
芳
「《
帝
王
世
紀
》
原
始
宗
教
思
想
探
研
」（『
吉
林
省
教
育
学
院
学
報
』
二
七
、
二
〇
一
一
年
）、
横
山
き
の
み
「
皇
甫
謐
の
著
作
に
見
え
る
世
界
観
│
『
高
士
伝
』『
帝
王
世
紀
』
の
意
義
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一
四
、
二
〇
一
三
年
）
も
あ
る
。
（
27
）　
始
起
先
有
②
太　
、
後
有
③
太
始
、
形
兆
旣
成
、
名
曰
④
太
素
。
…
…
故
乾
鑿
度
云
、
②
太　
者
、
氣
之
始
也
。
③
太
始
者
、
形
兆
之
始
也
。
④
太
素
者
、
質
之
始
也
（『
白
虎
通
』
卷
九 
天
地
）。
（
28
）　
⑴
太
素
之
前
、
幽
淸
玄
靜
、
寂
冥
默
、
不
可
爲
象
。
⑴
厥
中
惟
虛0
、
厥
外
惟
無0
。
如
是
者
永
久
焉
。
斯
⑵
謂
溟
涬
、　
乃
道
之
根
也
。
道
根
旣
建
、
⑶
自
無
生
有
。
太
素
始
、
而
未
兆
、
幷
氣
同
色
、
渾
沌
不
分
。
故
道
志
之
言
云
、
⑸
有
物
渾
成
、
先
天
地
生
（『
後
漢
書
』
志
十 
天
文
上
注
引
『
靈
憲
』）。
（
29
）　
高
誘
の
『
淮
南
子
』
注
に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
「
高
誘
覚
書
」（『
東
方
学
』
一
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
（
30
）　
①
太
易
者
、
未
見
氣
也
。﹇
以
其
寂
然
無
物
、
故
名
之
曰
太
易
。﹈
②
太　
者
、
氣
之
始
也
。﹇
⑴
元
氣
之
所
本
始
、
太
易
旣
⑵
自
寂
然
無
物
矣
。
焉
能
生
此
太
初
哉
。
則
太
初
者
、亦
⑶
忽
然
而
自
生
。﹈③
太
始
者
、形
之
始
也
。﹇
形
見
。此
天
象
形
見
之
所
本
始
也
。﹈
④
太
素
者
、
質
之
始
也
。﹇
地
質
之
所
本
始
也
。﹈
氣
・
形
・
質
、
具
而
未
離
、
謂
之
⑷
渾
淪
。﹇
雖
舍
此
三
始
、
而
猶
未
有
分
判
。
⑸
老
子
曰
、
有
物
渾
成
、
先
天
地
生
。﹈
渾
淪
者
、
言
物
相
渾
成
、
而
未
相
離
。﹇
言
萬
物
莫
不
資
此
三
者
也
。﹈（
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
（
編
）『
重
修 
緯
書
集
成
』
卷
一
上
（
易 
上
）、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。
（
31
）　
南
澤
良
彦
「『
帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
四
四
、
一
九
九
二
年
）。
（
32
）　
⑹
視
之
不
見
、
聽
之
不
聞
、
循
之
不
得
。
故
曰
易
也
。
易
无
形
畔
。﹇
此
明
①
太
易
無
形
之
時
、
虛
豁
寂
寞
、
不
可
以
視
・
聽
・
尋
。
繫
辭
曰
易
無
體
、
此
之
謂
也
。﹈
易
變
而
爲
一
、﹇
一
主
北
方
、氣
漸
生
之
始
、此
則
②
太　
氣
之
所
生
也
。﹈
一
變
而
爲
七
、﹇
七
主
南
方
、
陽
氣
壯
盛
之
始
也
。
物
皆
形
見
焉
、
此
則
③
太
始
氣
之
所
生
者
也
。﹈
七
變
而
爲
九
、﹇
西
方
陽
氣
所
終
、
究
之
始
也
、
此
則
④
太
素
氣
之
所
生
也
。﹈
九
者
氣
變
之
究
也
。
乃
復
變
而
爲
一
、﹇
此
一
則
元
氣
形
見
、
而
未
分
者
。
夫
陽
氣
內
動
、
周
流
終
始
、
然
后
⑺
化
生
一
之
形
氣
也
。﹈
⑤
一
者
形
變
之
始
、
淸
輕
者
上
爲
天
、﹇
象
形
見
矣
。﹈
濁
重
者
下
爲
地
。﹇
質
形
見
矣
。﹈（
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
（
編
）『
重
修 
緯
書
集
成
』
巻
一
上
（
易 
上
）、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。
（
33
）　
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）。
（
34
）　
渡
邉
義
浩
「
郭
象
の
『
荘
子
注
』
と
貴
族
制
│
魏
晉
期
に
お
け
る
玄
学
の
展
開
と
君
主
権
力
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一
三
、
二
〇
一
二
年
）。
（
35
）　
王
肅
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
李
振
興
『
王
肅
之
経
学
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
池
田
秀
三
「
王
肅
の
学
問
」（『
三
国
志
研
究
』
九
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
（
36
）　
易
鉤
命
決
云
、
天
地
未
分
之
前
、
有
太
易
、
有
太　
、
有
太
始
、
有
太
素
、
有
太
極
、
爲
五
運
也
。
氣
象
未
形
、
謂
之
太
易
。
元
氣
始
、
謂
之
太
。
氣
・
形
之
端
、
謂
之
太
始
。
形
變
有
質
、
謂
之
太
素
。
質
形
已
具
、
謂
之
太
極
。
轉
變
五
氣
、
故
稱
五
運
。
言
氣
・
形
・
質
具
而
未
相
離
、
皆
太
易
之
名
有
五
種
也
。
爾
時
空
虛
、
未
有
人
物
也
（『
辯
正
論
』
卷
一
）。
（
37
）　
天
地
開
闢
、
有
天
皇
氏
・
地
皇
氏
・
人
皇
氏
。
…
…
自
人
皇
以
來
、
迄
魏
咸
熙
二
年
、
1267（78）
凡
二
百
七
十
二
代
、
積
二
百
七
十
六
七
百
四
十
五
年
。
分
爲
十
紀
（
徐
宗
元
（
輯
）
『
帝
王
世
紀
輯
存
』
中
書
局
、
一
九
九
四
年
）。
（
38
）　
戸
川
芳
郎
「
人
間
史
の
こ
と
」（『
古
代
中
国
の
思
想
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
八
五
年
、『
漢
代
の
学
術
と
文
化
』
前
掲
に
所
収
）。
（
39
）　
堀
池
信
夫
「
鄭
玄
学
の
展
開
」（『
三
国
志
研
究
』
七
、
二
〇
一
二
年
）。
